
１ 地震
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○ 近年の大きな災害

発生年月日 地震名 規模 死者・行方不明者数

平成7年1月17日 阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震） M7.3 6,437人

平成16年10月23日 新潟県中越地震 M6.8 68人

平成23年3月11日 東日本大震災（東北地方太平洋沖地震） M9.0 22,325人
※関連死含む

平成28年4月14・16日 熊本地震 M7.3 273人
※関連死含む

平成30年6月18日 大阪北部を震源とする地震 M6.1 6人

平成30年9月6日 平成30年北海道胆振東部地震 M6.7 43人

令和6年1月1日 令和6年能登半島地震 M7.6 672人
※関連死含む



２ 風水害
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○ 近年の大きな災害

発生年月 災害名 場所 死者・行方不明者数

平成30年6月～7月 平成３０年７月豪雨 広島県・岡山県他 271人

令和元年9月 令和元年房総半島台風 静岡県、千葉県他 9人

令和元年10月 令和元年東日本台風 静岡県、関東甲信、東北

令和元年10月 令和元年10月25日大雨 千葉県、茨城県、福島県他

令和２年７月 令和２年７月豪雨 西日本～東日本 88人

令和３年７月 令和３年７月からの大雨 西日本～東日本 29人

令和６年９月 令和６年奥能登豪雨 西日本～東日本 17人

121人



○ 地域防災力の向上 珠洲市の概要（千葉市との比較）

3

令和5年12月 珠洲市 千葉市

面積 247.2㎢ 271.8㎢

地区 10地区 6区

人口 11,759人 980,208人

世帯数 5,297 467,015

高齢化率
（全国平均：
２９．１％）

51.4％ 26.3%

【気象庁 推計震度分布】

発生時刻：令和6年1月1日

16時10分

震源地：石川県能登地方

（震源の深さ ごく浅い）

地震の規模：マグニチュード7.6

最大震度：志賀町・輪島市 震度7



○ 地域防災力の向上
○ 人的被害（令和7年11月現在）

死者 186人（うち災害関連死 89人）

○ 建物被害（令和7年11月現在）

合計 5,610棟（うち全壊 1,756棟）

○ ライフライン被害

停電 2か月後にほぼ復旧

断水 令和６年５月末でほぼ復旧
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○ 避難者（令和6年1月7日時点）

最大 7,122人
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１週間後 ４週間後 ８週間後 １２週間後

断水・停電と避難者数の推移
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3467

１週間後 ４週間後 ８週間後 １２週間後

避難者数の推移

１次避難者数（珠洲市内）

避難者数

断水戸数

停電戸数

２次避難者数

（石川県内のホテル等・

珠洲市民以外も含む）
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国では、南関東地域でＭ７クラスの地震が発生する確率は 30 年間で 

70 パーセントと推定 → 千葉市ではいつ大地震が起きてもおかしくない状況

【県庁所在地がある市役所周辺の等30年以内に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率】
（全国地震動予測地図2020年版）
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○ 地域防災力の向上 首都直下地震

順位 自治体名 確率 順位 自治体名 確率

１位 水戸市 ８１％ ７位 浦河町 ６９％

２位 根室市 ８０％ ８位 和歌山市 ６８％

３位 徳島市 ７５％ ９位 津市 ６４％

３位 高知市 ７５％ ９位 高松市 ６４％

５位 釧路市 ７１％ １１位 千葉市 ６２％

６位 静岡市 ７０％



7↑写真提供（2枚）：神戸市

データ出典：厚生省大臣官房統計情報部「人口動態統計からみた
阪神・淡路大震災による死亡の状況」（平成7年）

死因別死亡数

頭・頸部損傷
5.1％

内臓損傷
1.8%

外傷性ショック
1.2%

その他
5.7%

窒息・圧死
77.0%

焼死・熱傷
9.2%

○ 地域防災力の向上 家庭での備え

約８割の方が建物の倒壊等による窒息や圧死で亡くなった



◆家具などの転倒、落下の防止

家の中の安全対策（家具転倒防止対策）

◆窓 カーテン、フィルム
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家具の配置の工夫

× ○ × ○



9

阪神・淡路大震災や東日本大震災で発生した火災の６割以上が
電気に起因する火災

感震ブレーカー
が効果的

○ 地域防災力の向上



○これまで：市の指定避難所に集中避難

○これから：自宅（在宅避難）
                親族・友人宅

    町内自治会集会所
    車中泊
    市の指定避難所
    民間宿泊施設 など

 

分散避難

避難とは…
「難」を「避ける」こと。

無事なら家が一番！
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○ 地域防災力の向上 避難方法の多様化
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○ 地域防災力の向上 家庭での備え

～みんな違う、我が家に合った備蓄品～

家族構成に応じた備蓄をお願いします。

最低３日分の備蓄を用意しましょう。

（可能であれば１週間）

必要な備蓄品目・数量の確認には

「東京備蓄ナビ」をご活用ください。

東京備蓄ナビサイトはこちら⇒

家族構成などの簡単な質問に答えるだけで、

各家庭に応じた、必要な備蓄品目・数量を

確認することが可能
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災害時に自宅で当面生活できるように、日頃から自宅で利用しているものを少し多めに買い置き、
日常生活で消費した分を新たに買い足し、常に一定の備蓄量を保つ方法

消費購入
食べる・使う

（古いものから消費）

ローリングストックのメリット
○ 備蓄しやすい
普段の生活で使うものを少し多めに購入し、使用する
ので無理なく始められる。
○ 災害発生時でも平時に近い生活が送れる。
普段の生活で使うものなので、災害発生時でも普段と
同じもの、同じ日用品を使うことができる。

ローリングストックしやすい備蓄品（例）

＜食料＞
水・米・缶詰（サバ缶、フルーツ缶）
レトルト食品（カレーなど）

＜日用品＞
トイレットペーパー・ティッシュ・
ラップなど

ローリングストック
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○ 地域防災力の向上

災害時の情報入手手段の確認

災害時の情報入手手段を確保してください。
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